
若浜小学校：２３－４１３８

若浜コミュニティ防災センター：２６－９０６０

【避難所】

校 舎 1972年(昭和 47年)建築 高さ 12.4m 風水害避難場所 本校校舎収容人数 270人
1981年建築基準前 2008年耐震改修 地震避難場所 体育館 442人

体育館 2004年(平成 16年)建築 1981年建築基準後 津波避難ビル 計 712人
校 地 標高 2.0m 津波浸水想定地域外 勤労者福祉センター 235人

液状化による被害の可能性有り 勤労者体育センター 240人
ハザード 庄内平野東縁断層帯の地震予想震度６強 若浜学区防災センター 98人

日本海地震発生の場合想定津波 【避難場所】

・最短３１分 要避難地域領域 ・浜田北公園・浜田南公園・若浜北公園・若浜南公園

・地区では数 mほど浸水する予測 ・若浜公園・緑公園・新橋公園・新橋中央公園

最上川及び新井田川堤防決壊による洪水 ・新橋南公園・新橋東公園・大町北公園・東町公園

・地区では数 mほど浸水する予測 ・広表公園・こあら中央公園・若浜小グラウンド

・JR羽越線地下道は冠水が予想される。 ・二中グラウンド・若浜コミセン駐車場

・勤労者センター駐車場

警戒配備 （校長・教頭） 第一次非常配備 （各係長） 第二次非常配備 （各係員）

○震度４の地震の観測 ○震度５弱の地震の観測 ○震度５強以上の地震の観測

○津波注意報の発表 ○津波警報の発表 ○特別警報（大津波、大雨、暴風、

○警報（大雨洪水）の発表 ○猛烈な台風の到来と被害の予想 暴風雪、大雪）の発表

○最寄り河川の氾濫注意水位（警 ○最寄りの河川の避難判断水位到達 ○猛烈な台風の到来と被害の予想

戒水位）の到達 ○避難準備・高齢者等避難開始発令 ○最寄りの河川の氾濫発生情報発表

○猛烈な台風の接近予想 ○学校周辺の大規模土砂災害の予想 ○最寄りの河川の氾濫危険水位到達

○学校地域に避難勧告・指示の発令

○学校周辺の大規模土砂災害発生



学校災害対策本部と業務内容

学 校 災 害 対 策 本 部

本部長：校長 副本部長：教頭 本部員：教務主任、生徒指導主任、安全主任、各係長

避 難 誘 導 係 ・係長：教務主任 ・係員：２年担任 応急復旧係

安全点検・消火 ・係長：安全主任 ・係員：５年担任 ・係長：技能主任、係員：校務員

係 ・係長：養護教諭 ・係員：学校栄養士

救 急 医 療 係 ・係長：特支主任 ・係員：３年担任 避難所支援係

救 護 係 ・係長：生活指導部長 ・係員：４年担任 ・係長：６主任、係員：１担任

保護者連絡係

係 名 業 務 内 容 主な必要物品
○校内放送等による連絡や指示 拡声器，メガホン

○応急（緊急）対応の決定 ホイッスル
○各係との連絡調整 無線機 (ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰ)

本 部 ○教育委員会，酒田市災害対策本部，ＰＴＡ等と ラジオ
の連絡調整・報告 懐中電灯

○情報収集（気象，災害，交通情報等） 乾電池（各種）

○非常持出品の搬出 引き渡しカード
○報道機関との連絡・対応 在校児童生徒確認表
○安全な避難経路を確認しての避難誘導 拡声器，メガホン

避 難 誘 導 係 ○安否確認（負傷状況の把握）と本部への報告 ホイッスル
○安否確認できない児童生徒の捜索 強力ライト
○火災が発生した場合の初期消火 消火器

○被害状況の確認 防煙マスク
安全点検･消火係 ○校舎，その他施設の被害程度の調査と本部への 安全点検表

報告
○初期消火の必要がない場合は，避難誘導，救護
等の他係を支援する。

○緊急医薬品，担架の持ち出し（ＡＥＤ含む） 医薬品
救 急 医 療 係 ○負傷者の応急手当 担架・ＡＥＤ

○救護所の設営（図書１ Fが使えない状況を想定） 毛布
○医療機関への搬送・連絡 簡易テント，シート
○負傷者の救出，救命 担架

救 護 係 ○負傷者，危険箇所等の通報 毛布
○「心のケア」の実施 バール，スコップ等
○一斉メール配信，電話連絡網での対応 引き渡しカード
○防災無線，地域コミュニティを活用しての連絡

保 護 者 連 絡 係 ○引き渡し対応の事前の取り決め
○引き渡し場所の指定

○児童生徒の引き渡し作業（カード利用）
○被害状況の把握 トラロープ

応 急 復 旧 係 ○ライフライン被害状況の把握と本部への報告 各種表示
○危険箇所の応急処置 各種工具
○「立入禁止」「使用禁止」等の表示

○酒田市災害対策本部と連携しての支援 救援物資は酒田市災害
○避難所開設がない場合は，避難誘導，救護等の 対策本部で準備。

避 難 所 支 援 係 他係を支援する。 放送機材，カラーコー
ン，各種表示，腕章，
ベスト

※避難場所はグラウンドのほか予め次の３ヶ所を指定する。

第１避難場所 体育館 第２避難場所 校舎３階 第３避難場所 ／



災害発生時の若浜小学校の対応
地震・津波 風水害

在 宅 時 発生前
・校長は、登校前に行政やメディア情報等で安全 各種最新情報の収集 学校周辺の安全確認
が確認できたら登校班での登校を決定する。も ↓
し、児童の登校に危険が想定される場合は、休 各種警報発生
校または自宅待機を決定する ↓

・保護者連絡係と担任は連携し、決定した内容を ・朝６時の段階で暴風（雪）警報や記録的短時間
緊急連絡する。 大雨情報、土砂災害警戒情報が発表され、児童

・通勤前、通勤途中の場合は出勤し、情報収集を の登校に危険が想定される場合
するとともに、災害発生等の場合は通学路を含 ６時３０分までに保護者へ連絡
め学校周辺の安全確認をする。 【保護者連絡係】休校、または自宅待機の連絡

↓
在 校 時 〈在校時〉
【校内放送で危険回避の呼びかけ】 各種措置、対応の判断
・地震です。だいぶ揺れています。教室にいる ○授業打ち切り ○集団下校
人は揺れが収まるまで机の下にもぐりなさ ○待機 ○引き渡し
い。また、窓やガラスから離れてしゃがみな 委員会報告
さい。全員頭を守りなさい。 危険が想定される場合は学校待機

・通常放送。不可の場合はハンドマイク使用。 ↓
・火を消す。・非常口を開ける。・落ち着かせる 保護者へ連絡、各種措置、対応
・放送から状況を正確に把握する。・児童を危 （メール、電話等）
険から守る。 ○授業打ち切り ○集団下校

【避難誘導】 ○待機、引き渡し
・揺れが収まりました。ただいまの地震、震源 ○給食対応 ○翌日対応
地は○○、地震の大きさはマグニチュード△
先生方の指示に従い、全員３階に避難します 発生後
（２回繰り返す）避難始め。 各種情報収集、学校周辺状況監視、対策本部設置

・通常放送。不可の場合はハンドマイク使用。 ↓ ↓
・火災発生状況や児童の様子を見ながら、適切 学校待機 避難誘導
な避難場所を指示し、児童の安全を確保する ・授業打ち切り ・安否確認

【安否確認】 ・安全確認 ・負傷者の対応
・○年○組 在籍○名 欠席○名 現在○名 避 ・情報収集 ・応急装置
難完了しました。 ・医療機関搬送

・行方不明者の捜索、救出活動 ・負傷者の有無 ↓
の確認、応急措置、医療機関への搬送等の対応 安全点検（通学路も）

↓
校外学習中 各種措置、対応の判断
・最寄りの安全な場所へ避難させる。津波発生等 ○授業打ち切り ○集団下校
の状況により二次避難させる。 ○待機 ○引き渡し

・行方不明者の捜索、救出活動 ・負傷者の有無 委員会報告
の確認、応急措置、医療機関への搬送等の対応。 危険が想定される場合は学校待機

・学校に状況を報告し、指示を受ける。 ↓
・必要に応じて関係機関等へ救助要請をする。 保護者へ連絡、各種措置、対応
・保護者へ状況を詳しく連絡する。 （メール、電話等）
・交通機関や地域の安全状況を確認し、待機や学 ○授業打ち切り ○集団下校

校へ戻る等の対応をする。 ○待機、引き渡し

○給食対応 ○翌日対応

学 校 対 策 本 部 設 置

状況確認

・校内施設、設備等の被害確認 児童引き渡し （引き渡し実施可否判断）

・危険箇所への立ち入り禁止 震度５弱以上 学校待機 保護者への引き渡し

・関係機関への救助要請 「緊急引き渡しカード」確認

震度４以下 通常日課 通常下校

状況報告 津波警報・注意報発令 学校待機

情報収集 ・状況判断 津波警報・注意報解除 安全が確保された後、引き渡し

教育委員会へ報告 暴風雨（雪）警報記録的 児童に危険が想定される場合

(管:26-5772)(学:26-5775) 短時間大雨情報土砂災害 保護者への引き渡し



避難所運営マニュアル

避 難 者 自主防災会等 学校職員等 市職員(学校駐在員)

体育館鍵の管理

若浜コミセン

若浜北・南・東 自治会長

身の安全の確保・避難場所への避難・初期消火・安否確認などの自助・共助 施設利用者の安全確保

避難所への避難 避難所への参集 被災状況の確認 避難所への参集

対応への協力 避難所の開設準備＜避難所運営初動体制＞ 各種対応の支援

ア 施設の開門・開錠 イ 建物の安全点検 ウ 施設の周

受付・入所 りの安全確認 エ 使用する部屋・場所の確保 オ 受付

・避難者受付名簿 ・利用 の設置 カ 設備・物資等の確認

可能の部屋と場所の明示 確保することが望ましい部屋・場所

・ルールの掲示 〔避難所運営用〕 ・運営本部(ミーティングルーム 電話、情報機器使用可)

・広報場所(掲示板設置)・会議場所(黒板、ホワイトボード)

〔避難生活用〕・調理室(家庭科室)・更衣室(男女別)・救護室(図書室１F)・

物資配布室(屋根有テント)・物資保管室(放送室奥 直射日光禁止、施錠可)

・福祉避難所(研修室)・授乳室(個室)

〔屋外〕・仮設トイレ・ごみ集積所・ペット飼育所・駐車場・喫煙場所

避難者の受け入れ 避難状況の把握

地区本部への報告

各活動班の立ち上げ：避難者が係分担、各班長を選出

〔総務班〕・避難所施設管理・ルール・防災活動

〔名簿班〕・避難所名簿管理 避難所との連絡調

〔情報広報班〕・情報収集・伝達等の活動 整

〔食料・物資班〕・食料・物資の受け入れ、管理、配布 地区本部・災害対

〔救護班〕・避難者の救護、健康管理、医療機関との連携 策本部との連絡調

〔衛生班〕・生活用水の確保、トイレ、ゴミ 整

避難所 酒田市立若浜小学校 校舎 体育館

避難所運営委員長 若浜コミセン 若浜北部自治会 髙橋 里美

施設管理者 校長 松井浩之

避難所担当職員 教頭 鈴木 有人 避難所連絡員 柴田 大輔 齋藤 茂喜

鍵の保有者 ①若浜北部 髙橋里美 ②若浜南部 池田貢 ③若浜東部 大門正志 ⑤東栄町 庄司隆

自治会長等 ④若浜コミセン ⑤学校（教頭）

開錠確認 学校職員がいる場合：学校職員 学校職員不在の場合：自主防災会の判断

運営ルール ○避難所マニュアルの事前協議と共通理解 ○女性に配慮した運営 ○開放区域の確認

役割分担 ○役割分担

・コミセン：避難所運営 ・学校：初動体制、施設対応 ・市職員：本部との連絡調整

災害発生


